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富岡観測点における低温記録 

 既発刊の「青梅市の自然Ⅰ」の中で、市内三地点（青梅・新町・富岡）の気候差が述べられ

ている。昭和５０年、青梅市自然環境調査がスタートし、私は気候分野を担当することになっ

た。市内の観測点を調べて歩いたが、二ヶ所しかない。そこで山間地のデータを収穫すべく始

めたのが我が家（富岡）の観測である。２０年前のことである。 

 三地点を比較し、気の付くのは、夏の最高気温が記録されるのは富岡地点に於てある。 

 観測開始以来の各年の最高と最低気温とその出現日（記録された日）を示すと次の通りであ

る。（但し５２年７月より観測開始なので５２年の最低気温の記録はない） 

２０年間の 最高気温℃ （）内は出現日 最低気温℃ （）内は出現日 

昭和 ５２年 ３５．８ （８／ ５）   －－ 

５３年 ３８．９ （８／２１） －１２．０ （２／ ２） 

５４年 ３４．５ （８／２・２７） －１０．０ （１／２０） 

５５年 ３２．７ （７／２１） －１０．１ （１／２３） 

５６年 ３４．７ （７／１０） －１２．５ （１／１４） 

５７年 ３３．１ （８／２２） －１０．１ （１／３１） 

５８年 ３６．０ （８／１７） － ９．１ （１／２３） 

５９年 ３５．０ （８／ ７） －１３．０ （２／ ８） 

６０年 ３４．３ （９／ ２） －１１．３ （１／３１） 

６１年 ３３．８ （８／ ５） －１０．２ （１／１２） 

６２年 ３６．５ （７／２４） － ８．３ （２／２７） 

６３年 ３４．１ （８／ ５） － ９．５ （２／ ４） 

平成  １年 ３４．０ （８／１０） － ７．９ （１／ ６） 

２年 ３７．３ （７／１９） － ９．９ （１／２８） 

３年 ３６．３ （７／２５） － ９．５ （２／２５） 

４年 ３７．０ （９／ ３） － ６．４ （１／１６） 

５年 ３３．２ （７／２１） － ７．５ （２／１５） 

６年 ３６．５ （９／ ３） － ８．０ （２／１４） 

７年 ３６．４ （８／ ４） － ８．４ （１／１８） 

８年 ３６．３ （８／１６） －１１．０ （２／ ３） 

すなわち、最高気温では昭和５３年８月２１日に記録された３８．９℃がある。そして各年

の出現日を見ると、７月下旬から８月初旬が多いことに気付く。 

一方、最低気温では昭和５９年２月８日に記録された－１３．０℃が最低である。また出現

日は、１月下旬から２月初旬が多い。この頃、外気が一番冷えているからであり、このような

中で強い寒気団が接近すると気温下降はてきめんである。 

富岡地点で市内最低気温が記録されるのは、ここが市内でも最も海抜高度が低いからである。

ちなみに、友田の最低点は１２９ｍ、富岡の落合渕下流岩井堂下では１０３．５ｍである。 

（文責  川鍋） 


